
介護実習の内容 
 各実習の目標および目的 内 容 

実習Ⅰ－1 

1 年次 

11 月 

10 日間 

目標 自分の立場を理解し社会性を身につけることができ

る。利用者や職員とｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝをとることができる。

施設の概要が理解できる。 

多様な介護現場を体験し施設の概

要を把握し記録する。利用者（家

族）とのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを実践し、利用

者像を記述し利用者理解を深めア

セスメントを行う。基本的な生活

支援技術の確認を行う。毎日実習

目標を立て、実践した内容・評価・

考察等を実習日誌に記録し、実習

指導者に提出する。カンファレン

スでは、実習段階ごとの目標につ

いて評価・考察し、自己を振り返り

実習中の自身の課題を明確にす

る。 

 

目的 利用者や職員とかかわる中で実習生としての立場を

自覚し、社会性を身につける。高齢者や障害児・者に

対する介護の場を体験し、施設の特徴や介護職員の

職務等の概要を学ぶ。利用者とかかわり、介護が必

要な利用者の日常生活や生活環境を理解する。 

実習Ⅰ－2 

1 年次 

2～3 月 

19 日間 

目標 様々な障害を持つ利用者とｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝをとることが

できる。利用者理解を深め、接し方を学び自己洞察

ができる。基本的な生活支援技術を実施することが

できる。 

目的 利用者との人間的な触れ合いを通して社会的背景等

の情報収集を行い、利用者理解を深める。福祉職と

しての受容的なかかわり方を学び、自己洞察の訓練

を行う。基本的な生活支援技術を学ぶ。介護職とし

ての倫理観を養う。 

実習Ⅰ－3 

2 年次 

7 月 

7 日間 

目標 担当利用者の情報を収集し、生活上の問題となる状

況に気づき、解釈・関連付け・統合化を行い、解決す

べき課題を考えることができる。 

生活支援技術の手順の習得ができる。 

担当利用者の情報収集・解釈・関連

付け・統合化（アセスメント）を記

録し、課題を考えることができる。 

生活支援技術では、各技術の見学

を行い、手順を習得する。 目的 生活場面における利用者の状態を観察し、解決すべ

き課題に気づき、利用者の心身の状況に応じた支援

技術を学ぶ。 

実習Ⅱ 

2 年次 

8～9 月 

21 日間 

目標 担当利用者のアセスメントを実施し、全体像を把握

して利用者が望む生活を考え、介護計画を実施・評

価観察できる。居宅・施設におけるリスクマネジメ

ントが理解できる。多職種の種類と役割を学び、必

要性を理解する。 

担当利用者のアセスメントから介

護計画の立案、実施・評価・考察ま

で、一連の介護過程を実践・記録

し、実施した内容をカンファレン

スで統括するとともに発表する。

生活支援技術では、職員の指導の

下実施する。 

目的 利用者について、身体的心理的社会的側面から情報

収集し、全体像を把握し解決すべき課題を考える。

その課題の科学的根拠を明確にし、社会的背景を加

味した利用者の心理を推察して、その理由と予測さ

れることを考える。また、利用者の家族の望む生活

を理解し介護目標を設定する。目標に沿ったかかわ

り方を含む具体的な介護の方法を考える。利用者の

状況に応じた具体的な介護を実践し評価・考察する。

介護に関連する、多職種の種類や職務を理解し連携

の必要性を認識する。 

 


